
登録 5周年記念シンポジウム（開催結果） 
◆開催概要 

渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録 5周年を記念して、今後の「交流・学習」活動

を促進することを目的とし、渡良瀬遊水地保全・利活用協議会による『遊水地と人と

の調和 渡良瀬遊水地の湿地環境の保全と賢明な利用をめざして』をテーマにシンポ

ジウムを開催した。 

◆日  時・・平成 29 年 7 月 1 日（土）開 場 12：30 開 会 13：30～16：40 

◆会  場・・栃木市藤岡文化会館 （栃木市藤岡町藤岡 810、℡：0282- 62-4351） 

◆来場者数・・約２２０名 

◆当日のプログラム進行状況 

①12：30・・開  場 

 〇受付にて、来場者にプログラム及びラムサール登録５周年記念カードを配布 

〇ホールにて、パネル展示により構成団体の取り組み状況を紹介 

国土交通省、環境省、関係４市２町及び各市民団体等 7団体 合計１５団体 

 〇渡良瀬遊水地ロゴマークのパネル展示 

 〇関係４市２町キャラクターによるグリーティング 

②13：20・・第１７回渡良瀬遊水地フォトコンテスト入賞作品ムービー上映 

③13：30・・開  会  

〇開会あいさつ  協議会副会長 大橋良一 加須市長 

〇主催者あいさつ  協議会会長 鈴木俊美 栃木市長 

〇国土交通省あいさつ  横森源治 利根川上流河川事務所長  

〇主催者紹介  協議会副会長 針谷力 古河市長、大久保寿夫 小山市長、 

真瀬宏子 野木町長、栗原実 板倉町長 

 〇関係４市２町キャラクター紹介 

④13：40・・渡良瀬遊水地ロゴマーク最優秀賞 表彰式 

 〇受賞者：岸 明日香様に協議会会長より賞状・副賞を授与、記念撮影 

 〇副 賞：関係４市２町の特産品をパネルで紹介 

資料３ 

写真左から、横森所長、板倉町長、加須市長、栃木市長、岸明日香さん（ロゴマーク最優秀賞受賞者）、野木町長、小山市長、古河市長



⑤13：50・・第 １ 部 基調講演 

 〇演 題：「渡良瀬遊水地の治水・利水と自然環境との調和」 

 〇講 師：群馬大学大学院 教授 清水義彦 氏 

 〇内 容：(1)渡良瀬川遊水地成立の歴史的経緯 

      (2) カスリーン台風から渡良瀬調節池の概成まで 

(3) 平成 27 年関東・東北豪雨と渡良瀬遊水地 

(4) 渡良瀬遊水地の水資源 

(5) 遊水地の乾燥化，湿地再生 

(6) 渡良瀬遊水地とラムサール条約 

(7) おわりに  

⑥15：05・・第 ２ 部 パネルディスカッション 

 〇テーマ：「渡良瀬遊水地の宝を守り、次世代につなぐ」

〇パネリスト：国土交通省利根川上流河川事務所長 

古河市長、栃木市長、小山市長、野木町長、板倉町長、加須市長 

環境省関東地方環境事務所野生生物課 津田麻子 課長補佐 

 〇コーディネータ：清水義彦 氏 

〇内 容：(1)コーディネーターより概要説明 

(2)パネリストより取り組みを紹介 

     (3)上記取り組み事例等を踏まえた意見交換 

     (4)まとめ 

⑦16 :30・・「渡良瀬遊水地宣言」発表 

〇協議会会長より宣言文を発表 

⑧16：39・・閉会あいさつ 

 〇協議会副会長 大久保寿夫 小山市長より 

⑨16：40・・閉  会 

群馬大学清水教授、各首長、環境省、利根川上流



渡良瀬遊水地宣言 

私たち、渡良瀬遊水地保全・利活用協議会は、ラムサール条約湿地登録５周年を機に、

渡良瀬遊水地の治水・利水と自然環境の調和について、改めて学び、交流する機会を

得ました。 

２０世紀初頭までのこの地域は、周辺に比べて地盤高が低く水害を受けやすい地形で

ありながらも、囲堤を築き、農業や漁業、養蚕業などを営む人々の暮らしがありまし

た。 

しかし、足尾銅山から流出する鉱毒被害が、渡良瀬川沿岸に広がるようになると状況

は一変し、鉱毒被害の防止対策の一つとして、氾濫被害の軽減のため遊水地計画が打

ち出され、人々はこの地から離れることを余儀なくされました。 

その後、治水機能のより効率的な活用を図るための見直しが行われ、国内最大となる

遊水地が造られました。 

 一方で、広大な敷地は、湿地としての環境が保たれることとなり、豊かな生態系を

もつ、世界的にも貴重な湿地としてラムサール条約湿地になりました。 

 私たち保全・利活用協議会は、かつての人々の暮らしと引き換えに得た湿地の恵み

を、次の世代に価値ある姿のまま引き継がなければならないことを認識し、条約の目

的とともに治水・利水機能の維持及び向上と自然環境の調和をより一層進めるために、

以下の点に取り組むことを決意しました。 

１ 周辺住民及び下流域の住民の安心と河川の安全性を高めるため、治水容量の確保

と堤防の強化に努め、人々の生命財産を守ります。 

２ 多くの絶滅危惧種を含む渡良瀬遊水地特有の自然環境を保全するための取組み

を進めていきます。また、学校等と連携し、将来を担う人材の育成に向けた教育、普

及活動を進めます。 

３ 渡良瀬遊水地を身近に感じ、多くの人々に来訪してもらえるように、わかりやす

い情報発信に努め、交流を活発化させ地域振興につながる取り組みを進めます。 

 渡良瀬遊水地保全・利活用協議会には、行政や地域の代表、各種団体など、現在４

４の構成員が参加しています。 

構成員間の十分な協議及び協力を推進することにより、治水機能の向上と継続的な自

然環境の保全及び様々な利活用についての取り組みを促進いたします。 

      平成２９年７月１日 

                  渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 




